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ま
し
た
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
鳥
取
大
学
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
頂
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

更
な
る
取
組

留
学
意
欲
の
あ
る
学
生
の
育
成
と
専
門
性
の
強
化

へ
の
支
援
、
さ

ら
に
今
後
、

一
層
強
く
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
国
際
社
会
で
の
業
務

遂
行
能
力

の
高
揚
を
目
的
と
し
て
、
鳥
取
大
学
は
、
平
成

一
六
年

一

二
月
韓
国
の
学
術
交
流
協
定
校
の

一
つ
で
あ
る
釜
慶
大
学
校
と
D
D

P

(双
学
位
取
得
制
度
)
に
関
す
る
覚
書
を
締
結
し
ま
し
た
。
英
語

圏
の
大
学
と
D
D
P
を
実
施
し
て
い
る
大
学
は
、
私
立
大
学
を
中
心

に
幾

つ
か
あ
り
ま
す
が
、
韓
国
の
大
学
と
の
締
結
は
こ
れ
ま
で
ほ
と

ん
ど
無

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
?

英
語
圏
以
上
に
実
施
上
の

困
難
さ
が
予
想
さ
れ
る
韓
国
の
大
学
と
の
D
D
P
締
結
は
、
韓
国
を

重
視
す
る
鳥
取
大
学
の
国
際
交
流
に
お
け
る
戦
略
の

一
つ
の
表
れ
で

も
あ
り
ま
す

(図
)。
こ
の
新
し
い
取
組
に
よ
り
、
鳥
取
大
学
の
学

生
に
は
、
五
年
間
で
日
本
と
韓
国
の
二
つ
の
大
学
か
ら
学
位
が
取
得

で
き
る
と
い
う
道
が
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
同

一
分
野
は
言
う

に
及
ば
ず
、
語
学
能
力
と
勉
学
意
欲
が
あ
れ
ば
、
異
分
野
に
お
け
る

学
位
の
取
得
も
可
能
に
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
学
生
の
国
際
感
覚
、

キ
ャ
リ
ア
形
成
及
び
今
後
、
国
際
社
会
で
真
に
国
際
人
と
し
て
活
躍

す
る
た
め
に
必
要
な
多
く
の
ス
キ
ル
の
修
得
に

つ
な
が
る
も
の
と
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

鳥
取
大
学
と
し
て
は
、
現
在
、
D
D
P
締
結
校
の
拡
大
を
模
索
し

な
が
ら
、
D
D
P
を
実
現
す
る
学
生
の
育
成
に
努
め
て
い
ま
す
。
将

来
、
国
連
機
関
を
は
じ
め
、
国
際
的
環
境
の
中
で
多
く
の
卒
業
生
が

活
躍
す
る
姿
に
夢
を
馳
せ
な
が
ら
派
遣
留
学
生
推
進

へ
の
新
し
い
取

組
に
向
け
て
更
な
る
努
力
を
続
け
て
お
り
ま
す
。

図 韓国 ・釜慶大学校とのDDPの 新聞記事

●
事
例
紹
介
●

北
海
道
大
学
に
お
け
る
留
学
生
支
援
の
取
組

門

田

公

秀

(北
海
道
大
学
学
術
国
際
部
長
)

一

は
じ
め
に

北
海
道
大
学
の
留
学
生
数
は
、
平
成

一
六
年
一
一

月

一
日
現
在
七

九
二
人

で
、
年
々
留
学
生
数
は
増
え
、

一
〇
年
前
の
平
成
七
年
の
留

学
生
数
四
九
六
人
と
比
べ
る
と
六
三
%
の
増
加
と
な

っ
て
い
る

(図

1
)。

こ
の
よ
う
に
留
学
生
数
は
着
実
に
増
加
し
て
き
た
が
、
反
面
、

留
学
生

へ
の
学
業
、
経
済
、
生
活
面
で
の
支
援
は
必
ず
し
も
十
分
と

い
え
る
も

の
で
は
な
か

っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
、
平

成

一
五
年

一
二
月

一
六
日
付
け
で
中
央
教
育
審
議
会
か
ら
出
さ
れ
た

答
申

「新
た
な
留
学
生
政
策
の
展
開
に
つ
い
て
」
で
は
、
留
学
生
の

受
入
れ
体
制
の
充
実
な
ど
が
必
要
で
あ
る
旨
の
提
言
が
な
さ
れ
た
。

ま
た
、
平
成

一
六
年
四
月
か
ら
国
立
大
学
法
人
と
な
り
、
六
年
間
に

達
成
す
べ
き
事
項
を
中
期
目
標

・
中
期
計
画
に
ま
と
め
る
と
と
も

に
、
六
年
後
に
国
立
大
学
評
価
委
員
会
か
ら
評
価
を
受
け
る
こ
と
と

な

っ
た
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
北
海
道
大
学
で
は
、
前
述
の
中
央
教
育
審
議

会
の
提
言
を
踏
ま
え
、
北
海
道
大
学
の
中
期
計
画
に
お
い
て
留
学
生

支
援
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置
と
し
て
、
①
学
内
数

部
局
に
配
置
さ
れ
て
い
る
留
学
生
担
当
専
任
教
員
に
つ
い
て
、
全
学

的
視
点
の
も
と
に
そ
の
配
置
の
在
り
方
を
検
討
、
②
本
学
留
学
生
を

支
援
す
る
団
体
と
の
連
携
の
強
化
、
③
留
学
生

の
学
修
を
実
り
あ
る

も
の
に
す
る
た
め
、
そ
の
家
族
を
支
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
と

の
連
携
を
深
め
る
な
ど

の
施
策
を
掲
げ
、
留
学
生
支
援
体
制
の
整
備
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を
図
る
こ
と
と
な
っ
た
。

本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
中
期
計
画
に
掲
げ
た
事
項
の
具
体
的
な
実
施

状
況
を
中
心
に
紹
介
し
た
い
。

図1外 国人留学生数の推移
(各年11月1日 現在)

二

留
学
生
支
援
の
た
め
の
体
制
の
整
備

(
一
)
北
海
道
大
学
外
国
人
留
学
生
後
援
会
の
設
立

北
海
道
大
学
で
は
、
現
在
、
世
界
の
七
八
か
国

・
地
域
か
ら
七
九

二
人
の
外
国
人
留
学
生
が
在
籍
し
て
い
る

(図
2
)。
こ
れ
ら
の
外

国
人
留
学
生
は
、
母
国
を
遠
く
離
れ
日
本
で
過
ご
す
問
、
言
語
、
風

俗
、
習
慣
の
違
い
な
ど
か
ら
勉
学
、
住
居
、
経
済
生
活
等
に
わ
た
り

日
々
様
々
な
困
難
に
直
面
し
て
い
る
が
、
そ
の
対
応
は
、
個
々
の
留

学
生
や
指
導
教
員
等
に
依
存
し
て
い
る
部
分
が
多
く
、
様
々
な
問
題

を
抱
え
て
い
る
。
ま
た
、
北
海
道
大
学
に
在
籍
す
る
留
学
生
の
約
六

〇
%
が
私
費
留
学
生
で
、
多
く
の
者
は
ア
ジ
ア
諸
国
を
中
心
と
す
る

国
々
か
ら
の
留
学
生
と
な

っ
て
お
り
、
日
本
と
留
学
生
の
出
身
国
と

を
比
べ
た
場
合
、
所
得
や
物
価
の
面
な
ど
で
非
常
に
厳
し
い
経
済
状

況
に
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
打
開
す
る
た
め
、
全
学
的
見
地
か
ら
新
た
に

外
国
人
留
学
生
に
対
す
る
支
援

の
拡
充
と
指
導
教
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体

の
負
担
軽
減
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成

一
五
年
四
月

「北
海
道
大
学
外
国
人
留
学
生
後
援
会
」
(以
下

「後
援
会
」
と
い
う
。
)

を
設
立
し
た
。

図2国 ・地域別外国人留学生数

【後
援
会
の
概
要
】

①
運
営
経
費

後
援
会
の
目
的
に
賛
同
し
た
北
海
道
大
学
教
職
員
を
会
員
と
し
、

会
員
は
会
費
と
し
て

一
口
六
〇
〇
円
以
上
を
年

二
回

(六
月
及
び

一

二
月
)
納
入
す
る
こ
と
と
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
会
員
か
ら
の
納
入

金
と
後
援
会

へ
の
寄
付
金
を
運
営
経
費
に
充
て
て
い
る
。

後
援
会
の
設
立
に
当
た
り
、
全
教
職
員
の
五
〇
%
の
加
入
を
目
標

に

一
年
間
で
五
〇
〇
万
円
程
度
の
収
入
を
見
込

ん
だ
と
こ
ろ
、
平
成

一
五
年
度
は
加
入
率
二
四
%
、
収
入

(会
費
、
寄
付
金
等
)
四
九
〇

万
円
程
で
あ
り
、
平
成

一
六
年
度
は

一
二
月
現
在
加
入
率
二
七
%
、

収
入

(会
費
、
寄
付
金
等
)
四
五
〇
万
円
程
で
、
合
計
約
九
四
〇
万

円
の
収
入
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
、
以
下
に
述

べ
る
各
種
事
業
を
安

定
的
に
実
施
す
る
た
め
ば
か
り
で
な
く
、
将
来
的
に
は
外
国
人
留
学

生
に
対
す
る
奨
学
金
の
提
供
を
も
視
野
に
入
れ
、
約
二
、
○
○
○
万

円
程
度
を
確
保
し
た
い
と
考
え
て
お
り
、
加
入
率
の
向
上
等
に
な
お

一
層
努
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

②
事
業
内
容

外
国
人
留
学
生
に
対
す
る
支
援
は
、
奨
学
金
、
宿
舎
、
医
療
等
多

岐
に
わ
た
り
、
多
く
は
国
や
大
学
等
の
施
策
と

し
て
実
施
し
て
い
る

が
、
そ
れ
ら
の
施
策
で
は
賄
え
な

い
次
に
掲
げ

る
事
項
に
つ
い
て
後



2829

特集 ・国際化戦略と留学生交流特集 ・国際化戦略と留学生交流

援
会
で
援
助
、
支
援
を
行
う
。

(ア
)
外
国
人
留
学
生
の
賃
貸
住
宅
入
居
に
伴
う
連
帯
保
証
に
係
る

支
援
従
来
、
民
間
住
宅
に
入
居
し
よ
う
と
す
る
外
国
人
留
学
生
に
つ
い

て
は
指
導
教
員
に
連
帯
保
証
人
を
依
頼
し
て
い
た
が
、
依
頼
す
る
側
、

依
頼
さ
れ
る
側
双
方
の
精
神
的
負
担
は
非
常
に
大
き
な
も
の
が
あ

っ

た
。
本
支
援
は
、
そ
の
よ
う
な
現
状
を
改
め
、

い
わ
ゆ
る
機
関
保
証

を
行
う

こ
と
に
よ
り
指
導
教
員
の
負
担
軽
減
を
図
る
も

の
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
外
国
人
留
学
生
が
民
間
下
宿

・
ア
パ
ー
ト
等
に
入
居
す

る
際
、
連
帯
保
証
人
を
必
要
と
す
る
場
合
に
、
家
財
、
借
家
人
賠
償

責
任
担
保
特
約
付
き
の
住
宅
総
合
保
険
に
加
入
し
て
い
る
こ
と
を
条

件
に
北
海
道
大
学
学
術
国
際
部
国
際
企
画
課
留
学
生
交
流
室
長
が
連

帯
保
証
人
と
な
り
、
万
が

一
保
証
機
関
と
し
て
金
銭
的
支
援
の
必
要

が
生
じ
た
場
合
に
備
え
、
年

一
五
〇
万
円
程
度
を
後
援
会
の
活
動
予

算
と
し
て
計
上
し
て
い
る
。

(イ
)
外
国
人
留
学
生
の
疾
病
等
に
対
す
る
経
済
的
支
援

(貸
付
)

外
国
人
留
学
生
が
怪
我
や
病
気
に
よ
り
高
額
な
医
療
費
を
支
払
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
、
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構
の

医
療
費
補
助
制
度
に
よ
る
還
付
を
受
け
ら
れ
る
が
、
そ
の
還
付
を
受

け
る
ま
で
二
か
月
程
度
を
要
す
る
た
め
、

一
時
的
に
資
金
の
貸
付
を

行
う
も
の
で
あ
り
、
年

一
五
万
円
程
度
を
後
援
会
の
活
動
予
算
と
し

て
計
上
し
て
い
る
。

(ウ
)
外
国
人
留
学
生
を
支
援
す
る
団
体
に
対
す
る
支
援

外
国
人
留
学
生
及
び
そ
の
家
族
を
支
援
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

に
対
し
、
支
援
の
内
容
に
よ
り
適
切
な
援
助
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

具
体
的
支
援
と
し
て
は

「北
海
道
大
学
国
際
婦
人
交
流
会
」
に
対
し
、

同
交
流
会
が
発
行
し
て
い
る
生
活
情
報
雑
誌
等

の
印
刷
費
の
補
助
等

を
行

っ
て
お
り
、
年

一
〇
〇
万
円
程
度
を
後
援
会
の
活
動
予
算
と
し

て
計
上
し
て
い
る
。

(
エ
)
外
国
人
留
学
生
の
不
測
の
事
故
等
に
関
す

る
経
済
的
支
援

外
国
人
留
学
生
が
交
通
事
故
等
に
遭
い
大
怪
我
を
負

っ
た
場
合
、

あ
る
い
は
死
亡
し
た
場
合
等
に

一
時
的
な
貸
付

や
見
舞
金
等
の
支
給

を
行
う
も
の
で
あ
り
、
年
二
〇
〇
万
円
程
度
を
後
援
会
の
活
動
予
算

と
し
て
計
上
し
て
い
る
。

(二
)
企
画

・
立
案
及
び
施
策
の
実
施
機
能
の
強
化

北
海
道
大
学
に
お
け
る
留
学
生
支
援
に
関
す

る
企
画

・
立
案
機
能

は
、
法
人
化
前
は
各
部
局
を
代
表
す
る
教
員
を
委
員
と
す
る
国
際
交

流
委
員
会

(委
員
長
：
国
際
交
流
担
当
副
学
長
)
及
び
そ
の
直
轄
の
留

学
生
交
流
専
門
委
員
会
が
担

っ
て
い
た
。
法
人
化
後
に
お
い
て
は
、

総
長
及
び
理
事
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
や
す
い
よ
う
、
ま
た
、

施
策
を
迅
速
に
実
施
で
き
る
よ
う
、
国
際
交
流
全
般
に
つ
い
て
企

画

・
立
案
を
行
う
総
長
直
轄
の
組
織
で
あ
る
「国
際
交
流
室
」
(室
長

"

国
際
交
流
担
当
理
事

・
副
学
長
)
を
置
き
、
担
当
役
員
補
佐
二
名
の
他
、

総
長
が
任
命
す
る
四
名
の
教
員
と
、
事
務
局
長
、
学
術
国
際
部
長
の

計
九
名
が
こ
れ
を
担
う
こ
と
に
な

っ
た
。
国
際
交
流
室
の
下
に
は
、

留
学
生
の
み
な
ら
ず
広
く
研
究
者
ま
で
含
め
た
派
遣

・
受
入
れ
に
関

す
る
全
学
的
な
施
策
を
実
施
す
る
た
め
の
ワ
ー
キ
ン
グ

・
グ
ル
ー
プ

を
そ
れ
ぞ
れ
設
置
し
、
担
当
役
員
補
佐
が
そ

れ
ぞ
れ
の
ワ
ー
キ
ン

グ

・
グ
ル
ー
プ
の
責
任
者
と
な
り
、
互
い
に
連
携
を
取
り
つ
つ
、
国

際
交
流
の
推
進
を
図
る
な
ど
の
新
た
な
試
み
を
行

っ
て
い
る

(図
3
)。

図3北 海道大学における留学生の支援体制

(三
)
事
務
組
織
の
改
編

(国
際
企
画
課
と
留
学
生
課
の
統
合
)

北
海
道
大
学
で
は
、
法
人
化
に
伴
い
、
そ
れ
ま
で
学
務
部
に
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
た
留
学
生
課
を
、
学
術
国
際
部
国
際
企
画
課
の
中
の

留
学
生
交
流
室
と
し
て
位
置
づ
け
、
国
際
関
係
業
務
の
連
携
強
化
を

図
っ
た

(図
4
)。
こ
れ
は
、
学
生
と
い
う
側
面
と
国
際
交
流
の

一

環
で
あ
る
と
の
側
面
を
常
に
有
す
る
留
学
生
に

つ
い
て
、
法
人
化
後

は
国
際
交
流
の
側
面
を
よ
り
重
視
し
、
業
務
を
実
施
し
て
い
こ
う
と
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い
う
姿
勢
の
現
れ
で
あ
る
。
具
体
的
な

効
果
の

一
例
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
外

国
人
留
学
生
用
の
宿
舎
と
外
国
人
研
究

者
用

の
宿
舎
と
を
そ
れ
ぞ
れ

の
課
が

別
々
に
管
理
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

一
括

し
た
、
よ
り
効
率
的
な
管
理
が
可
能
と

な

っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、

留
学
生
交
流
ば
か
り
で
な
く
、
学
術
交

流
に
も
通
じ
た
国
際
関
係
の
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
を
育
成
し
や
す
い
環
境
に
な

っ

た
こ
と
も
、
長
期
的
観
点
か
ら
は
大
き

な
利
点
と
言
え
よ
う
。

な
お
、
留
学
生
関
係
の
業
務
が
学
務

部
か
ら
離
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
学
務
関

係

の
業

務
に
支
障
が
生
じ
る
の
で
は
な

い
か
と
の
懸
念
も
あ

っ
た

が
、
従
来
ど
お
り
、
教
務
委
員
会
の
下
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
留

学
生
教
育
専
門
委
員
会
に
お
い
て
学
務
関
係
に
関
す
る
全
学
的
な
調

整

・
情
報
交
換
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
現
在
の
と
こ
ろ
、

特
段
の
支
障
は
生
じ
て
い
な
い
。

図4事 務体制

三
留
学
生
に
対
す
る
支
援
の
充
実

(
一
)
留
学
生
担
当
専
門
教
育
教
員
の
配
置
等
の
見
直
し

北
海
道
大
学
で
は
、
現
在
、
外
国
人
留
学
生
に
対
す
る
教
育
、

研
究
上
あ
る
い
は
社
会
生
活
上
の
相
談
、
指
導
を
行
う
た
め
六
部

局
に
留
学
生
担
当
専
門
教
育
教
員
が
八
人

(講
師
)、
留
学
生
セ
ン

タ
ー
の
留
学
生
指
導
部
に
留
学
生
指
導
担
当
教
員
が
二
人

(教
授

一
人
、
助
教
授

一
人
)
配
置
さ
れ
て
い
る
。
留
学
生
担
当
専
門
教

育
教
員
は
、
当
人
が
属
す
る
部
局
の
外
国
人
留
学
生
に
対
す
る
ア

カ
デ
ミ
ッ
ク

・
サ
ポ
ー
ト
を
中
心

に
、
北
海
道
大
学
に
在
籍
す
る

外
国
人
留
学
生
の
学
習
環
境

へ
の
適
応
を
促

進
す
る
と
と
も
に
、

留
学
生
セ
ン
タ
ー
の
留
学
生
指
導
担
当
教
員
と
連
携
を
取
り
な
が

ら
生
活
上
の
助
言
を
行
う
こ
と
が
主
た
る
職

務
で
あ
る
。
更
に
、

留
学
生
受
入
れ
方
針
や
留
学
生
に
対
す
る
施
策

に
関
す
る
助
言
を

行
う
た
め
、
北
海
道
大
学

の
外
国
人
留
学
生

の
実
態
を
把
握
す
る

と
と
も
に
、
国
内
及
び
国
際
的
に
開
催
さ
れ
る
留
学
交
流
に
関
わ

る
研
修
会
等
に
参
加
す
る
こ
と
も
そ
の
職
務
に
数
え
ら
れ
る
。
し

か
し
、
こ
れ
ら
の
こ
と
を
明
文
化
し
た
も
の
が
な
く
、
留
学
生
担

当
専
門
教
育
教
員

の
外
国
人
留
学
生
に
対
す
る
対
応
に
は
部
局
に

よ

っ
て
温
度
差
が
あ
る
現
況
に
あ
る
。

ま
た
、
留
学
生
担
当
専
門
教
育
教
員
の
配
置
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
外
国
人
留
学
生
を
多
数
受
入
れ
て
い
る
部

局
に
お
い
て
要
求

し
、
配
置
さ
れ
て
き
た
が
、
最
近
で
は
留
学
生
担
当
専
門
教
育
教
員

が
配
置
さ
れ
て
い
る
部
局
の
外
国
人
留
学
生
数
と
配
置
さ
れ
て
い
な

い
部
局
の
外
国
人
留
学
生
数
が
逆
転
す
る
と
い
う
現
象
も
生
じ
て
き

た

(図
5
)。
他
方
、
昨
今
の
厳
し
い
財
政
事
情

の
中
で
は
、
追
加

的
に
担
当
教
員
を
配
置
す
る
こ
と
も
困
難
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

こ
の
よ
う
な
現
況
を
踏
ま
え
て
、
外
国
人
留
学
生
へ
の
支
援
体
制

の
充
実

・
強
化
に
向
け
て
留
学
生
担
当
専
門
教
育
教
員
の
職
務
を
明

確
に
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
配
置
の
見
直
し
を
図
る
た
め
、
昨
年

一

〇
月
二
五
日
付
け
で
、
前
述
の
国
際
交
流
室
の
下
に
ワ
ー
キ
ン
グ

・

グ
ル
ー
プ
を
設
置
し
た
。
ワ
ー
キ
ン
グ

・
グ
ル
ー
プ
で
は
、
①
留
学

生
担
当
専
門
教
育
教
員
の
配
置

(留
学
生
担
当
専
門
教
育
教
員
の
交

代
時
に
お
け
る
任
期
制
の
導
入
な
ど
)
、
②
留
学
生
担
当
専
門
教
育

教
員
の
職
務

(職
務
に
関
す
る
外
形
標
準
的
な
基
準
案
の
策
定
な
ど
)

の
他
、
③
留
学
生
の
来
日
間
も
な
い
時
期
に
お
け
る
生
活
支
援
面
で

の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
チ
ュ
ー
タ
ー
の
業
務

(業
務
に
関
す
る
全
学

共
通

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
な
ど
)
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
て

お
り
、
昨
年

一
一
月

一
〇
日
に
第

一
回
目
の
検
討
を
開
始
し
、
本
年

中
に
は
具
体
的
な
案
を
と
り
ま
と
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

図5部 局別外国人留学生数
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(二
)
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
の
充
実

北
海
道
大
学
で
は
、
外
国
人
留
学
生
が
大
学
を
離
れ
た
後
の
ケ
ア

は
、
こ
れ
ま
で
各
指
導
教
員
任
せ
と
な

っ
て
お
り
、
組
織
的
に
は
行

わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
外
国
人
留
学
生
O
B
と
本

学
教
員
等
と
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
引
き
続
き
維
持
す
る
こ
と
は
、
本

学
に
も
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
を
も
た
ら
し
得
る
と
考
え
ら
れ
る
。
具
体

的
に
は
、
同
O
B
を
通
じ
て
、
同
O
B
の
新
た
な
所
属
機
関
と
本
学

と
の
間
の
共
同
研
究
や
学
生
交
流
の
新
た
な
展
開
、
ま
た
、
同
機
関

に
お
け
る
本
学
の
活
動
の
宣
伝
、
な
ど
が
期
待
で
き
る
。
そ
こ
で
、

本
学
の
主
な
活
動
に
つ
い
て
英
文
で
紹
介
す
る
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
を

季
刊
で
発
行
す
る
こ
と
と
し
、
昨
年

二

月
に
第

一
号
を
国
内
外
の

留
学
生

O
B
な
ど
二
、

一
〇
〇
人
余
に
送
付
し
た
。
今
後
、
本
学
の

活
動
を
定
期
的
に
提
供
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
本
学

の
活
動
状
況
が

世
界
各
地

へ
伝
播
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
ま
た
、
こ
れ
を
通
じ

て
海
外

に
お
け
る
本
学
O
B
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
が
構
築
さ
れ
、
世
界

各
地
に
お
け
る
O
B
会
の
設
立

の
助
け
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
。

(三
)
関
係
機
関
と
の
連
携
の
強
化

外
国
人
留
学
生
に
対
す
る
生
活
支
援
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
は
、

関
係
機
関
と
の
連
携
を
強
化
す
る
こ
と
が
不
可
欠
と
考
え
ら
れ
る
。

北
海
道
大
学
に
お
い
て
は
、
次
に
述
べ
る
よ
う
な
関
係
機
関
と
の
連

携
を
行

っ
て
い
る
。

①
北
海
道
大
学
国
際
婦
人
交
流
会

北
海
道
大
学
の
元

・
現
教
職
員
の
夫
人
及
び
女
性
職
員
約

一
三
〇

名
を
会
員
と
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
で
あ
る
北
海
道
大
学
国
際
婦

人
交
流
会
で
は
、
外
国
人
留
学
生

・
研
究
者
の
家
族
等
に
対
し
、
日

本
語
教
育
、
冊
子

「札
幌
の
く
ら
し
」
の
発
行
を
通
じ
た
生
活
情
報

の
提
供
、
ガ
レ
ー
ジ
セ
ー
ル
を
通
じ
た
生
活
用
品
の
提
供
、
ピ
ク
ニ

ッ
ク
や
盆
踊
り
等
の
行
事
を
通
じ
た
文
化

・
親
睦
活
動
を
行

っ
て
い

る
。
大
学
と
し
て
は
、
同
交
流
会
に
対
し
、
前

述
二

(
一
)
(ウ
)
の

と
お
り
の
財
政
的
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
同
交
流
会
が
活
動
し
や

す

い
環
境
を
提
供
し
、
大
学
の
業
務
で
は
な
か
な
か
手
が
行
き
届
か

な

い
留
学
生
の
家
族
に
対
す
る
き
め
細
か

い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
確

保
し
て
い
る
。

②
札
幌
市

札
幌
市
は
、
そ
の
外
郭
団
体
で
あ
る
札
幌
国
際
プ
ラ
ザ
が
事
務
局

を
務
め
る

「札
幌
圏
大
学
国
際
交
流

フ
ォ
ー
ラ
ム
」

の
運
営
を
通
じ

て
、
札
幌
圏
の
大
学
に
所
属
す
る
外
国
人
留
学
生
の
支
援
を
行

っ
て

い
る
。
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
会
員
で
あ
る
札
幌
圏
の
国

・
公

・
私

立
二
一二
大
学
が
、
国
際
交
流
、
特
に
外
国
人
留
学
生
に
関
す
る
情
報

交
換
を
定
期
的
に
行

っ
て
い
る
。
発
足
し
て

一
五
年
が
経
過
し
て
い

る
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
幹
事
長
は
、
歴
代
北
海
道
大
学
の
教
員
が
務
め

て
い
る
な
ど
、
本
学
は
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
運
営
に
積
極
的
に
携
わ

っ

て
き
て

い
る
。
今
後
と
も
、
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
の
連
携
を
深
め
、
外

国
人
留
学
生
に
対
す
る
地
域
ぐ
る
み
の
支
援
の
強
化
を
図
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

③
日
本
学
生
支
援
機
構

幸
運
な
こ
と
に
、
札
幌
市
に
は
日
本
学
生
支
援
機
構
の
支
部
及
び

同
機
構
が
運
営
す
る
札
幌
国
際
交
流
会
館
が
あ
る
。
本
学
で
学
ぶ
外

国
人
留
学
生
の

一
部
も
、
同
会
館
を
宿
舎
と
し
て
利
用
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
同
会
館
や
本
学
が
提
供
し
う
る
低

廉
な
宿
舎
へ
入
居
で
き
る
本
学
の
外
国
人
留
学
生
は
、
全
体
の
約
三

分
の

一
に
過
ぎ
な
い
。
外
国
人
留
学
生
が
安
心
し
て
勉
学
に
集
中
す

る
た
め

に
は
、
奨
学
金
の
提
供
と
並
ん
で
、
低
廉
な
宿
舎
の
提
供
は

欠
か
す

こ
と
の
で
き
な
い
事
項
で
あ
り
、
今
後
本
学
と
し
て
は
、
同

機
構
や
他
の
関
係
団
体
と
の
連
携
を
強
化
し
、
よ
り
多
数
の
低
廉
な

宿
舎
が
提
供
で
き
る
よ
う
、
一
層
の
力
を
注
ぎ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

④
札
幌
商
工
会
議
所

札
幌
商
工
会
議
所
で
は
、
中
国
と
の
ビ
ジ
ネ

ス
に
関
心
を
も

つ
地

元
企
業
と
、
中
国
人
留
学
生
の
交
流
会
を
昨
年
か
ら
開
催
し
て
い
る
。

こ
の
交
流
会
が
き

っ
か
け
と
な
り
、
本
学
の
大
学
院
生
二
名
が
、
地

元
の
有
力
銀
行
に
パ
ー
ト
社
員
と
し
て
採
用
さ
れ
た
例
が
あ
る
な

ど
、
着
実
に
成
果
が
挙
が

っ
て
い
る
。
中
国
人
留
学
生
の
採
用
を
考

え

て
い
る
企
業
に
も
、
日
本
で
の
就
職
又
は
実
務
研
修
を
希
望
し
て

い
る
中
国
人
留
学
生
に
も
評
判
が
い
い
よ
う
だ
。
北
海
道
大
学
と
し

て
は
、
昨
年
か
ら
日
本
人
学
生
ば
か
り
で
な
く
、
外
国
人
留
学
生
の

就
職
の
支
援
を
も
充
実
さ
せ
る
た
め

「キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
」
を
発

足
さ
せ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
今
後
と
も
、
札
幌
商
工
会
議
所
を
は

じ
め
と
す
る
関
係
団
体
と
の
連
携
を
図
り
、
外
国
人
留
学
生
に
対
す

る
就
職
活
動
支
援
を
強
化
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

⑤
北
海
道
大
学
生
活
協
同
組
合

外
国
人
留
学
生
が
快
適
な
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ

フ
を
送
る
上
で
、
食

物
の
禁
忌
問
題
は
見
過
ご
し
て
は
な
ら
な

い
問
題
で
あ
る
が
、
北
海

道
大
学
生
活
協
同
組
合
の
食
堂
で
は
、
こ
れ
ま

で
イ
ス
ラ
ム
教
徒
用

の
ハ
ラ
ル
フ
ー
ド

(ア
ラ
ー

(神
)
に
よ
り
食

べ
る
こ
と
を
許
さ
れ

た
食
べ
物
)
が
提
供
さ
れ
た
こ
と
は
な
か

っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

国
際
交
流
室
か
ら
同
組
合
に
そ
の
提
供
に
つ
い
て
検
討
を
依
頼
し
た
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と
こ
ろ
、
先
頃
そ
の
試
食
会
が
行
わ
れ
、
試
食
し
た
留
学
生
及
び
そ

の
家
族

に
大
変
好
評
で
あ

っ
た
。
ハ
ラ
ル
フ
ー
ド
に
つ
い
て
は
、
大

阪
大
学

に
お
い
て
以
前
か
ら
継
続
的
に
提
供
さ
れ
て
い
る
と
承
知
し

て
い
る
。
本
学
と
し
て
は
、
食
生
活
の
面
ば
か
り
で
な
く
、
生
活
上

の
諸
側
面
に
お
い
て
、
様
々
な
民
族
的
、
宗
教
的
、
文
化
的
背
景
を

も

つ
留
学
生
か
ら
の
要
望
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
引
き
続
き
努
め
て

い
き
た

い
。
な
お
、
同
組
合
に
は
、
こ
の
他
、
留
学
生

へ
の
低
廉
な

宿
舎
の
斡
旋
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
協
力
を

い
た
だ
け
な
い

か
、
現
在
協
議
を
行

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

主
な
関
係
機
関
と

の
連
携

の
現
状
は
以
上
の
と
お
り
で
あ
る
が
、

今
後
、

こ
の
他
の
関
係
団
体
と
も
連
携
を
強
化
し
、
産

・
官

・
民
各

方
面
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
外
国
人
留
学
生
に
対
す
る
支
援
を
強
化

し
て
い
き
た
い
。

四

お
わ
り
に

今
回
は
、
外
国
人
留
学
生
に
対
す
る
支
援
に
焦
点
を
当
て
、
北
海

道
大
学
に
お
け
る
国
際
交
流
の
取
組
の
現
状
を
紹
介
し
た
。

北
海
道
大
学
は
、
建
学
当
初
か
ら
そ
の
基
本
理
念
に

「
フ
ロ
ン
テ

ィ
ア
精
神
」
、
「全
人
教
育
」
、
「実
学
の
重
視
」
と
並
び

「国
際
性
の

涵
養
」
を
掲
げ
て
お
り
、
国
際
交
流
に
力
を
入
れ
て
き
た
。
事
実
、

新
渡
戸
稲
造
博
士
を
は
じ
め
と
す
る
国
際
人
を
多
数
輩
出
し
て
お

り
、
近
年
に
お
い
て
も
、
水
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
と
言
わ
れ
る
ス
ト
ッ
ク

ホ
ル
ム
水
賞
を
受
賞
し
た
浅
野
孝
教
授
は
、
本
学
卒
業
の
後
、
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
デ
イ
ビ
ス
校
に
お
い
て
長
年
に
わ
た
り
活
躍
さ
れ

て
い
る
な
ど
、
そ
の
伝
統
は
営
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
も
の
と
考

え
る
。
北
海
道
大
学
が
引
き
続
き
世
界
に
開
か
れ
た
環
境
を
維
持

・
発
展

さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、
留
学
生
交
流
を
は
じ
め
と
す
る
国
際
交
流

に
つ
い
て
、
大
学
と
し
て
真
剣
に
取
り
組
ん
で

い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
今
回
は
紙
面
の
都
合
上
、
説
明
を
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

が
、
外
国
人
留
学
生
に
つ
い
て
は
、
こ
の
他
、
留
学
生
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、
地
域
と
の
交
流
を
促
進
す
る
た
め
の
各
種
交
流
会
の
開
催

等
を
行

っ
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、
日
本
人
学
生
に
つ
い
て
も
、
海
外

留
学
を
促
進
す
る
た
め
、
国
際
交
流
室
の
主
導

の
下
で
、
例
え
ば
留

学
経
験
の
あ
る
学
生
と
共
催
で
学
生
の
視
点
に
立

っ
た
説
明
会
を
企

画
す
る
な
ど
様
々
な
試
み
を
行

っ
て
い
る
。
機
会
が
あ
れ
ば
、
こ
れ

ら
の
取
組
に
つ
い
て
も
、
改
め
て
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

報告

留学生受入れの概況(平 成16年 版)

平成16年12月

独立行政法人 日本学生支援機構

1.留 学生総数が11万 人を超える

平成16年5月1日 現在の留学生数117,302人(過 去最高)

(対前年度7,794人(7.1%)増)

2.学 部及び専修学校の留学生数が大幅増加

大学院29,514人(972人(3.4%)増)

大 学(学 部)・ 短大 ・高専62,311人(4,400人(7.6%)増)

専 修学校(専 門課程)23,833人(2,600人(12.2%)増)

準 備教育課程1,644人(▲178人(▲9.8%)減)

3.出 身国(地 域)の 上位5か 国(地 域)は 変化なし 中国が大幅増加

中国77,713人(6,899人(9.7%)増)

韓 国15,533人(▲338人(▲2.1%)減)

台 湾4,096人(▲139人(▲3.3%)減)

マ レーシア2,010人(8人(0.4%)増)

タ イ1,665人(24人(1.5%)増)

注1)こ の調査 は平成15年度 まで、外国人留学生の在籍状況 を把握 し、もって留学生施策に関する基礎

資料 とすることを目的 として、文部科学省が実施 していたが、平成16年4月 に独立行政法人 日本学生

支援機構の設立に伴い、本機構に移管 されたものである。平成15年度 までの数値 は文部科学省調べ。

注2)こ の調査でいう 「留学生」 とは、「出入国管理及び難民認定法」別表第1に 定める 「留学」の在

留資格(い わゆる 「留学 ビザ」)に より、我が国の大学(大 学院を含む)、 短期大学、高等専門学校、

専修学校(専 門課程)及 び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において

教育 を受ける外国人学生をいう。

注3)こ の調査でい う短期留学生 とは、必ず しも(我 が国の大学での)学 位取得 を目的とせず、我が国

の大学等 における学習、異文化体験 、語学の実地習得などを目的 として、概ね1学 年以内の1学 期又

は複数学期我が国の大学等で教育を受けて単位 を修得 し、又は研究指導を受ける外国人学生をい う。

注4)準 備教育課程 とは、中等教育の課程の修了までに12年 を要 しない国の学生 に対 し、我が国の大学

入学資格を与えるために文部科学大臣が指定 した課程 をいう(平 成11年 に抜本的な制度改正 を行い、

新たに課程の指定を行った。)。

注5)四 捨五入 した数を使用 している表では、内訳の数の合計が、計欄の数 と一致 しない場合がある。


